


　9月 22 日、第 6回若狭町まつり－若祭－が、
縄文ロマンパークと道の駅「三方五湖」で開催
されました。
　第 2回「若狭縄文丸木舟競漕全国大会」も同
時開催されました。鳥浜貝塚から出土した丸木
舟をイメージして作られたボートで速さを競い、
一般、女性、小学生の部に県内外から 52 チーム
約 120 人が出場し、はす川の 110mのコースで
熱戦を繰り広げました。
　水草が茂る場所に入り込んで一生懸命脱出を
はかったり、舟が転覆する場面もあり、川沿い
で見守る人々からはしきりに拍手や声援が送ら
れていました。
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WA K A S A I

　「うまいもん屋台」には、約 40 店が並び、福
井梅、熊川葛、うなぎ、ジビエ料理など、町の
特産品が目白押し。
　夜は梅の形に並べられた数千個のべんがら和
灯篭に火が入り、会場は幻想的な雰囲気に包ま
れました。
　ステージでは嶺南のグループによるダンスや
恒例の五湖レンジャーショーが会場を盛り上げ、
ステージ前の広場はお客さんでいっぱいになり
ました。
　フィナーレには、音楽とレーザー光線と花火
で織りなす「若祭ファンタジー」が会場を魅了し、
華やかな一日に幕を閉じました。

# 縄文ロマンパーク

セレモニーには高槻市長、吹田市長もさわやかな秋晴れの一日となりました屋台からは一日中いい香りが…
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家族みんなで来ました。 ロケット作
り楽しい！ from敦賀

チョークアートに挑戦中のお姉ちゃん！
見守るボク。from若狭町

家族旅行で。「カッコいい女性警察官
になれた～！」「体験コーナーがたく
さんあっていいですね」from奈良

楽し難し紙すき体験…from敦賀パパと一緒に勾玉作り。頑張って削っ
てます！ from若狭町

丸木舟出場「わらがみ」のお二人。頭
の風車は「風を切る」という意味♪パ
フォーマンス賞取ったぜ！ from美浜

種飛ばし大会出場「家で練習した時は
もっと飛んだのに～！」去年も来たの
で今年も来ました。from敦賀

10 年目の三十三会 みたらし団子。美
味です！

熱戦が繰り広げられた丸木舟レース

家族で遊びに来たよ～♪ from小浜市

梅の形に並んだべんがら和灯篭

今年も待ってました！五湖レンジャー

大舞台で堂々と！キレのあるダンスス
テージ

会場には縄文体験ブースがズラーリ！
こちらは弓矢体験
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WA K A S A I # 道の駅「三方五湖」

　道の駅「三方五湖」には、「福井力～福井の魅
力しっちゃいな祭

さい

」と銘打ち、県内 5市町の地
域おこし協力隊によるブースにそれぞれの地域
の特産品などが並びました。
　大野ブース はいずみ地区を中心にＰＲ。「出
張化石発掘体験」では天然の化石を発掘し持ち
帰ることができました。おおいブースの一押し
は、自然薯アイス。暑い日となったので大人気
でした。越廼ブースの目玉は、イカのへしこや
オイル漬け。小浜ブースは、箸をつくるときに
出る切れ端の「ぺっちん」をたくさん使った宝
探しコーナーが大盛況でした。

　若狭町ブースは、福井梅やへしこを使った新
商品のパンがズラリ。まろやかでおいしい昆布
へしこも目をひきました。 
　道の駅ゾーンはこれらの他に、魚つかみ「と
とキャッチガブリ」や餅まきで盛り上がり、三
方民宿組合協議会による「海鮮アタック三方五
湖」では、タコやサザエのつかみどりやオリジ
ナルのアオリイカはがきにイカスミでスタンプ
を押すコーナーで海の幸ＰＲが行われました。
　また、町内の民宿を知ってもらうため、民宿
のパンフレットを展示するコーナーも設置され
ました。

お楽しみの餅まきは大盛況 若女将インターン生OBも餅まき！子どもたちが描いた「夢灯篭」
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ととキャッチでつかんだハマチをガブ
リ。「とっても楽しかったみたいです」
とニッコリおばあちゃん。from敦賀

FB を見て来ました。SNS の影響って
大きいですね！ from敦賀

おっかなビックリ ととキャッチ 。蛸
もいるよ～

化石発掘体験「貝の化石、見つけた
よ！」from敦賀

大野の九頭竜まいたけおいしいよ～♪

自転車で来ました！自然薯アイスくだ
さ～い☆ rom敦賀

こちらは越廼のイカのへしこオイル漬
け。パンにも合う！

和紙が巻かれたぺっちんを探せ～！！
from敦賀

遊子の民宿「だいらや」さん「おいし
い昆布へしこでーす♡」

道の駅三方五湖の宇野店長「新商品 
福井梅のパンです！」

自然薯が有名なおおい町、へしこチッ
プスもイケるよ☆

小浜市といえば、塗り箸でしょう！も
ちろんさばトラななちゃんグッズも♡

焼きたてのお魚、おいしい～宝さがしでお菓子ゲット。やったね！
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花いっぱいの道にな～れ ♪

まま ち の 話 題まま ちち の 話 題

　　9月 3日、若狭瓜割エコビレッジ構想の一環
としてエコ料理教室か開かれ、女性の会の会員な
ど 24 人が参加しました。
　今回使用した食材は、ほとんど若狭町内産のも
のを使用し、講師は、NPOフードヘルス石塚左玄
塾の野坂淳一さんがつとめました。「材料をなる
べくそのまま丸ごと食べるように」という石塚左
玄の教えに従って調理しました。
　人参やショウガなどの皮は剥かずに使用し、ご
飯は玄米ごはん。捨てるところはほとんどなく、
生ゴミもでませんでした。参加者は「素材の味も
楽しめておいしかった」と好評でした。

素材の味も楽しむエコ料理

　ＪＡ敦賀美方の梨組合と県、町が、地元の違う
業種の人にも梨の生産現場を見てもらおうと企画
した梨の収穫支援事業に、三方ショッピングセン
ターレピアの社員三人が参加しました。
　9月 9日、台風が近づく土砂降りとなりました
が、岩屋の瀬尾佳彦さんの梨園で、二十世紀梨の
収穫を行いました。収穫を行った赤尾匡規さん、
火橋博之さん、河端孝司さんは、「梨の収穫は初
めてですが、レピア内で販売しているため良い勉
強になりました」と、日常の仕事とは違う作業に
一生懸命取り組んでいました。
　また、選果場の作業も手伝い、サイズごと、パ
レットに載せる方法なども指導を受けながら行い
ました。

特産岩屋梨収穫をお手伝い！

　若者が県道沿いにコスモスの種をまき、交流を
深める「若狭路コスモスプロジェクト」が、9月
5日に野木公民館周辺で開催されました。これは、
若狭路の秋の観光周遊をより楽しんでいただくた
め、県内各地で展開している花いっぱい運動の一
環として、県と町が企画。この日は町内外から約
40 人が参加しました。
　開始式では森下町長が「お互いに手を差し伸べ
助け合い、今日の縁を大切にしましょう」とあい
さつ。参加者は会話を楽しみながらコスモスの種
をまきました。この日まいた種は、11 月ごろに
花が咲くということです。

かわもぜーんぶ使います！

花がさ
くのが

楽しみ
だねー
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おおきく育った “ゆりかご米”

自分でむいた梨「ジューシー！」

　9月 29 日、町とみそみ小学校の連携により、3
年生 14 人が岩屋梨の皮むきに挑戦しました。子
どもたちはこれまで、高橋善正さんの梨園で袋か
けや梨もぎを体験してきました。
　この日は瀬尾澄子さんの指導のもと、20 世紀
梨をひとり 2個ずつ、包丁を使ってむきました。
子どもたちは高橋さんや瀬尾さんにコツを教わり
ながら、ゆっくりと慎重に包丁を滑らせ、自分た
ちでむいた梨を味わいました。
　子どもたちは、「甘い」「みずみずしくておいし
い」「残りは家族に持って帰ってあげる」と充実
した笑顔をみせていました。

　5月に田植えをしてから 4ヶ月が経ち、細かっ
た稲が大きく育ちました。9月 8日、町と三方小
学校の連携により、全校児童が「ゆりかご米」の
収穫をしました。
　田んぼの管理をされている松村光洋さんや地元
の方が、刈り方や束ね方を指導しました。松村さ
んは「お友達と連携するときの気配りを大事に。
稲を次の人に渡す時は、どうやったら受け取りや
すく、汚れないかなどを考えてください」と話し
ました。
　まず高学年が作業を開始し、続いて田んぼに
やってきた下級生に、稲の刈り方や束ね方を優し
く教えていました。

　9月 15 日、町と鳥羽小学校の連携により、5年
生 16 人が、学校横の田んぼで育てている「コウ
ノトリ米 ( アキサカリ )」を収穫しました。
　子どもたちは、鳥羽小学校と合同で田んぼの管
理を行っている老人クラブ鳥羽支部のメンバー
12人に教わりながら、懸命に稲を刈り取って束ね、
稲
は さ
架がけを行いました。
　子どもたちはほとんどが初めての稲刈り体験
で、特に稲を束ねる方法に苦戦しながら、粘り強
くコツを教わっていました。刈り取り中は「腰が
いたい～」と言いながら、手作業の大変さを学ん
でいました。

早業、おじいちゃんに教わるぞ もう一回やってみて～～
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ま ち の 話 題

おいしい山内かぶらに育ってね

　9月 24 日、小雨がぱらつき風も強くなりつつ
ある日でしたが、鳥羽小学校 3年生 19 人が、若
狭町の伝統野菜「山内かぶら」の種まき体験をし
ました。
　はじめに、山内かぶらちゃんの会の飛永悦子さ
んから種のまき方の指導を受け、一斉に畑へ。か
ぶらちゃんの会の会員さんに教わりながら、種の
入った皿から指先に 2・3 粒ずつの種をつまみ、
細く筋をつけた畑のくぼみに落としていきます。
途中突風が吹きつけたりもしましたが、無事に種
まきを終えました。その後、作業小屋に戻って、
かぶらの入った焼きたての餃子を食べさせてもら
い、「おいしい！」と頬ばっていました。

まかせ
たっっ

！

正しい知識で事故を防ごう

　9月 25 日と 29 日、若狭・敦賀両交通安全協会
主催の高齢者交通安全大会がそれぞれパレア若狭
と三方青年の家で開かれました。
　そのうち、三方青年の家で開かれた大会には
280 人が参加しました。大会でははじめに、第 28
回小・中学生交通安全ポスターコンクールで若狭
町長賞を受賞した明倫小学校 4年生の藤本蒼依さ
んが、森下町長から表彰状を受け取りました。
　敦賀警察署員による交通安全の講話や○×クイ
ズも行われ、夕暮れから夜間は反射材を付けて遠
くの車からも見えるようにすることや、交差点で
の事故が多いことなど、交通事故を防ぐために気
を付けることを学びました。

やさしく、やさしく…

　9月 13 日、日本遺産に認定された熊川宿を往
復して走る「鯖街道熊川宿わんぱく駅伝大会」が
開催され町内の小学 1年生から 6年生までの 17
チーム 85 人がタイムを競いました。
　低学年の部は資料館前をスタートし、旧交番
前と番所跡でタスキをつなぎながら 5 人が走る
3.4km を。高学年の部は資料館前をスタートし、
番所跡までさかのぼり、下ノ町の熊川宿灯籠まで
下って資料館前でタスキをつなぎ、5人で 10km
を走りました。沿道には、応援する家族や観光客
が大勢並び、大会を盛り上げていました。
　高学年の部優勝：レインボー若狭FC（ｽﾎﾟ小ｻｯｶｰ）
　低学年の部優勝：チームはやぶさ 5（瓜生小）

伝統の町なみタスキでつなごう



広報わかさ 2015 年 11月号　9

い ざ と い う 時 に 備 え ま す

みんなの湖、みんなできれいに

　9月 27 日、三方五湖保全対策協議会の三方五
湖一斉清掃活動が行われました。
　この日は、同協議会の構成団体から会員 90 人
と、梅の里地域づくり協議会、関西電力、里山里
海湖研究所などから 60 人が参加し、150 人もの
人がゴミ袋と火バサミを持ってゴミ拾いを行いま
した。
　細かな紙くず、ビニール袋や空き缶など、中に
は、草の中に紛れ込んでいるものもあり、火ばさ
みで草をよけながら、ひとつひとつ丁寧に拾って
いました。家族連れで参加している人もいて、小
さな子どもさんもゴミを拾っては、湖の環境保全
の重要性を感じていました。

　9月 25 日、西浦地域づくり協議会主催の防災
訓練が岬小学校で行われました。
　当日は、地域住民、岬小学校児童など約 80 名
の参加があり、地域自主防災会「岬援隊」（こう
えんたい）の発足戴帽式も行われました。
　集落から避難した住民たちは、消火器操作、煙
体験、消火栓操法を体験し、いざというときの備
えを学びました。
　最後に岬援隊がバケツリレー操法、消火栓操法
を披露しました。

小さなゴミも見のがさない！

○○さんに会ってみたい！

　9月 12 日、首都圏在住の若狭町出身者らによ
る「○○さんにあってみたい会」が、東京 ･新宿
で初開催されました。これは町の「次世代定住促
進」事業の一環として、町出身者の活躍を応援し
将来的に町に貢献してもらおうと、人とのつなが
りづくりなど図るために企画されたものです。
　町出身者が経営するWhistle CAFÉ（ホイッスル
カフェ）で、国の各種委員やミラノ万博日本館サ
ポーターをつとめる政所利子氏をゲストに招き、
日本の食と食の観点からの若狭について話を聞き
ました。参加者は「若狭つながりで知り合いやビ
ジネスが広がり、若狭町のために何かできたらと
思う」と、得るものが多かったようでした。この
取り組みは、今後も様々な分野のゲストを招き、
継続して開催されます。
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北川堤防の刈草で作成した堆肥をさしあげます。
北川堤防の刈草を資源として使って下さい。

■提供期間：11 月 22 日（日） 10：00 ～ 15：00 
■提供場所：若狭町安賀里 74-1-1 かみなか農楽舎
　　　　　　（収穫祭会場内・雨天決行）
■注意事項：
1. 堆肥の袋詰め及び積込・運搬は、来場者にて行っ
てください。なお、安全には十分 配慮してください。
2. 提供後の返却には応じることが出来ません。持ち
帰った堆肥は不法投棄せず、責任 を持って処理して
下さい。
3. 積込・運搬時の事故等については、国土交通省は
一切責任を持ちません。
4. 堆肥は一定の臭気がありますので持ち帰りの際は
気を付けて下さい。
5. 堆肥を入れる袋は各自でお持ちください。

問い合わせ：近畿地方整備局 福井河川国道事務所 
         TEL  0776-35-2661（河川管理第一課） 

TEL  0770-56-1764（北川出張所） 

　 　　

堆肥をさしあげます 難病講演会＆交流会

年金セミナーを実施します 11月は児童虐待防止推進月間です

前向きな療養生活を送るための音楽療法
「音楽に合わせ、心と身体をほぐしましょう」

と題した講演会を開催します。

■と　き：11 月 5日（木）13：30 ～ 16：00
■ところ：敦賀市福祉総合センターあいあいプラザ　　　　
■内　容：
    ①前向きな療養生活を送るための音楽療法
　「音楽に合わせ、心と身体をほぐしましょう」
   日本ミュージックケア協会認定指導者  松山智恵氏

　②交流会

■対　象：難病の患者・家族、関心のある方
■参加費：無料

問い合わせ：二州健康福祉センター
TEL  0776-22-3747

もしかして虐待？と思ったら、ためらわずにご連絡
ください。連絡した人の秘密は守られます。

[ 虐待をみつけるサイン ]
●子どものサイン
　・不自然なキズが多い
　・いつも不潔である
　・表情が乏しい
●保護者のサイン
　・面談や家庭訪問を拒む
　・被害者意識が強かったりイライラしている
　・夫婦喧嘩が絶えない
●親子関係のサイン
　・子どもへの態度が冷たい
　・子どもに関心がない
　・親が迎えに来ても帰りたがらない

≪連絡先≫
若狭町福祉課子育て支援室　TEL 0770-62-2704
　　　　　敦賀児童相談所　TEL 0770-22-0858
  児童相談 24 時間ダイヤル　TEL 0776-24-3654

60 歳前後の県内勤労者を対象として、
年金制度に対する理解を深め、

安心で充実したセカンドライフを送っていただく
ことを目的としたセミナーを開催します。

セミナー終了後に、個別相談の時間を設けており
ますので、下記まで連絡の上、是非ご参加ください。

■日時：11 月 8日 ( 日 )13：30 ～ 16：30
■場所：敦賀市あいあいプラザ　
　             つどいの部屋 ( 敦賀市東洋町 4-1)
■講師・相談員：社会保険労務士　青垣智則氏
■主催：北陸労働金庫福井県本部
　　　    福井県労働者福祉協議会
                 公益財団法人  福井県労働者福祉基金協会
■参加費：無料

申し込み・問い合わせ：
福井県労働者福祉基金協会　TEL  0776-22-6222
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年末調整説明会のお知らせ

コンクール入賞！

10 月 2 日に越前市生涯学習センターで行われた
第 65 回福井県公民館大会において、

平成 27 年度福井県公民館広報紙コンクールの
受賞式が行われ、

町内の各館が以下の賞を受賞されました。

　最優秀賞：鳥羽公民館
　優良賞：西田公民館

※鳥羽公民館は 2年連続で最優秀賞を
受賞しました。

「年末調整説明会」を開催します。

≪敦賀会場≫
■日時：11 月 27 日 ( 金 )
　10：00 ～ 12：00( 敦賀市の法人・官公庁の方 )
　14：00 ～ 16：00( 若狭町の方、敦賀市の個人
　　　　　　　　　　　事業者の方、美浜町の方 )
■場所：プラザ萬象 ( 敦賀市東洋町 1-1)

≪小浜会場≫
■日時：11 月 20 日 ( 金 )
　10：00 ～ 12：00
　13：30 ～ 15：30
■場所：小浜市働く婦人の家 ( 小浜市大手 4-1)

※事前にお届けした資料をお持ちください。時間の
指定をさせていただいておりますが、指定された時
間で都合の悪い方は、都合の良い時間にお越しくだ
さい。

問い合わせ：敦賀税務署法人課税部門
TEL  0770-22-9268

平成 27 年 11 月中旬から順次、世帯主さま宛に
個人番号の通知カードが簡易書留で届く予定です。

受け取りの際には、
必ず郵便物の住所・宛名をご確認ください。

個人番号カードを申請される方は、同封の申請書を
記入し、返信用封筒で返信して下さい。

問い合わせ：税務住民課　TEL  0770-45-9101

通知カードの郵送について

マイナンバー詐欺に注意を！！

マイナンバー制度に便乗した
不正な勧誘や個人情報の取得にご注意ください。

　
■国の関係省庁や地方自治体などが、口座番号や
　口座の暗証番号、所得や資産の情報、家族構成
　や年金・保険の情報などを聞いたり、お金や
　キャッシュカードを要求したりすることは一切
　ありません。

■ ATMの操作をお願いすることも一切ありません。

問い合わせ：　
内閣府マイナンバー専用コールセンター

TEL  0570-20-0178

お
め
で
と
う
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脳ドックの追加募集について

火災予防デイです火災予防デイです

「無防備な　心に火災が　かくれんぼ」
（全国統一防火標語）

11 月 9日は「119 番の日」です。
消防署では、この日から 1週間を利用して火災予防
や 119 番についての知識と理解を広めています。

■秋季火災予防運動期間
　11 月 9日（月）～ 15 日（日）

■火事や救急のときは、「119」をダイヤルすると
　消防指令センターにつながります。
　場所や状況など、あわてずに落ち着いて
　伝えてください。

               問い合わせ：
　  　　三方消防署  　                TEL 0770-45-0119
 　  　   若狭消防署上中分署     TEL 0770-62-0119

安全三角コーンが寄贈されました

交通安全推進活動として、安全三角コーン等が
瓜生小学校に寄贈されました。

これは運転免許証更新時に支払う交通安全協会費に
よるもので、9月 20 日に瓜生小学校で行われた
瓜生地区運動会にて、若狭交通安全協会上中支部
瓜生地区推進委員長の石倉文晴さんから中村校長に
目録が贈呈されました。今後、交通安全教室や
マラソン大会などに活用する予定だそうです。

■安全三角コーン　40 個
　ウエイト　　　　40 個
　安全バー　　　　20 本

脳ドックの定員を、追加募集します。

■脳ドック
    1 月 25 日 ( 月 )2 月 15 日 ( 月 )3 月 14 日 ( 月 )　     済生会病院　  各 1 名ずつ　自己負担金　38,600 円
    1 月 19 日 ( 火 )2 月 2 日 ( 火 )3 月 8 日 ( 火 )　　   公立小浜病院　各 2名ずつ　自己負担金　33,200 円
　
■受診対象者
　・75 歳未満の町民 ( 昭和 16 年 4月 1日以降に生まれた方 )
　・昨年度（平成 26 年度）に若狭町の同じドックを受診されていない方

■申込方法
　健康課に電話かはがきでお申込みください。
　はがきでお申し込みの際には、以下の内容を明記してください。
　①住所　②氏名（ふりがな） ③生年月日　④性別　⑤電話番号 ( 必ず連絡のとれる番号 )
　応募者多数の場合、抽選とし、当選者には 11 月 25 日から 27 日の間に電話連絡します。

■募集締め切り　11 月 20 日 ( 金 )　※消印有効

問い合わせ：健康課 TEL 0770-62-2721
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若狭町防災訓練のお知らせ

狩猟期間が始まります

ひとりで悩んでいませんか？

11 月 1 日から 3月 15 日までは狩猟期間です。
狩猟事故防止のため、次のことに注意してください。

■狩猟される方へ・・・
　①わな（はこわな）には標識を付け、
　　見回りを励行して下さい。
　②猟銃の発砲にあたっては、
　　矢先の安全確認を徹底して下さい。
　③遠方の薄暗い場所でも識別できるように
　　橙色等の目立つ帽子・ベストを着用して下さい。
　④無理のない、心にゆとりのある狩猟を
　　心掛けましょう。
■入山される方へ・・・
　①できるだけ目立つ服装を心掛けて下さい。
　②音の鳴るものを携帯し、
　　自身の存在を周囲に知らせてください。
　③檻やわな設置の標識がある場合は
　　近づかないでください。
　④休日には狩猟者が大勢訪れますので、
　　特に注意して下さい。

問い合わせ：産業課　TEL  0770-45-9102

町では、防災関係機関との連携強化や、住民の
防災意識の高揚などにより

地域の防災体制の確立を図るために
防災訓練を実施します。災害発生時に的確な防災
行動がとれるように、積極的に参加してください。

■日時：10 月 25 日（日）午前中
■場所：三方会場（明倫小学校周辺）
　　　　上中会場（野木小学校周辺）
■内容等
・緊急速報メール、音声告知端末等による避難訓練
・防災関係機関による防災訓練
・救急講習などの住民参加型訓練
・防災関連の展示や体験
■訓練当日は、若狭町全域に
　午前 8時と午前 8時 30 分の 2回、
　音声告知端末から防災訓練の放送をします。
　日頃から地域や家族などで災害に備えて
　おきましょう。

問い合わせ：環境安全課　TEL  0770-45-9126

職場でのいじめ、ストーカー、セクシュアル・ハラ
スメント、夫やパートナーからの暴力…
ひとりで悩まず、電話してください。

「女性の人権ホットライン」は、悩みを持った女性
が気軽に相談できる専用の電話相談窓口です。

■強化週間：
　　11 月 16 日（月）～ 11 月 22 日 ( 日 )
■受付時間：
　・11 月 16 日（月）～ 11 月 20 日 ( 金 )
　　8：30 ～ 19：00
　・11 月 21 日（土）と 11 月 22 日 ( 日 )
　　10：00 ～ 17：00

☎０５７０－０７０－８１０
※強化週間中は受付時間を延長し、土・日も開設します

問い合わせ：
福井地方法務局人権擁護課　TEL 0776-22-4210

1　　若祭 和灯篭に点火完了！
2　　三方五湖一斉清掃
3　　みそみ小学校 梨の皮むき
4　　エコ料理教室
5　　パレア若狭での観月会
6　　コスモスの植栽
7　　ゆりかご米の稲刈り
8　　山内かぶら種まき
9　　コウノトリ米の稲刈り

　　    1     
  2         3        
  4         5       6  
  7         8          9



平成 26 年度 　平成 26年度の町の決算がまとまりました。まちづくり
の主役である町民の皆様に、町の決算内容を報告します。
　経済の低迷など、厳しい社会情勢におかれていますが、
今後も町の健全な財政運営を維持しながら、皆様が安心
して暮らせるまちづくりに努めていきます。決算報告若

狭
町

[ 数値について ] ※広報では、万円単位で表示している関係上、端数が一致しない場合があります。
　　　　　　　 ※（　　）内の数値は前年度比です。
                               ※一人あたり、世帯あたりは 5月 1日の人口・世帯数で除算しています。

円

地方交付税　37.0%
41 億 4,916 万円

国庫支出金　8.7%
9 億 7,236 万円

県支出金　10.7%
11 億 9,412 万円

町債　5.3%
5 億 9,200 万円

譲与税・交付金等 3.1%
3 億 5,689 万円

町税　16.8%
18 億 8,075 万円

分担金・負担金　2.3%
2 億 5,282 万円

繰入金　6.3%
7 億 382 万円

繰越金　5.3%
5 億 9,839 万円
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歳　入
112 億 1,373 万円
自主財源=35.2%

　歳入総額は前年より約 17 億
3 千万円減りました。平成 25
年度決算と比べると、建設関係
事業の財源となっていた、町債、
国庫支出金、県支出金が大きく
減となっていますが、町税が約
4千万円の減、地方交付税も約
1億 3 千万円の減となっていま
す。

一 般 会 計

　若狭町誕生から 10
周年の節目となり、
イベントを中心とし
た様々な記念事業を
行いました。

若狭町制 10周年 道の駅「三方五湖」が完成

　観光客が情報収集
や各種体験ができる
周遊観光の拠点とし
て 3月 21 日にオープ
ンしました。

　天徳寺住宅団地整備
による、住みたくなる
モデル地域を創るため
の取り組みを進めてい
ます。

若狭瓜割エコビレッジ みんなでつくるみんなのまち

　原材料支給事業な
どを実施し、住民主
体の地域の環境づく
りを支援しました。

平成 26 年度の主な事業

その他 4.5%
5 億 1,339 万円



　平成 26 年度一般会計の歳出を見ると、108 億 6,944 万円の支出となり、住民一人当たり
約 68 万円、1世帯あたり約 213 万円が使われたことになります。

支出は住民一人あたり約 68万円、世帯あたり約 213万円

農林水産業費　9.8%
10 億 6,680 万円

商工費　3.7%
3 億 9,753 万円

土木費　11.5%
12 億 5,445 万円

消防費　3.7%
4 億 606 万円

教育費　7.4%
7 億 9,936 万円

公債費　12.3%
13 億 4,095 万円

災害復旧費　2.9%
3 億 955 万円

議会費　1.0%
1 億 724 万円

総務費　15.5%
16 億 8,281 万円

民生費　22.1%
23 億 9,923 万円

衛生費　9.9%
10 億 7,915 万円

労働費　0.2%
2,627 万円
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歳　出
108 億 6,944 万円

一 般 会 計

　歳出総額も前年より約 14 億 7
千万円減りました。福祉関係に支
出される民生費は増えています
が、全般にわたって減少しまし
た。国の経済対策等による建設
事業が減ったことが主な要因と
なっています。歳入から歳出と翌
年度に繰越すべき財源を差し引
いた実質収支は 3億 3,102 万円と
なりました。

議会活動に要した経費で
す

議会費 総務費 民生費 衛生費

労働費 農林水産業費 商工費

災害復旧費教育費消防費

土木費

公債費

全般的な管理・企画や徴
税、戸籍等の事務などの
経費です

高齢者・障がい者・児童
福祉、保育園運営等の経
費です

ごみ処理や環境対策・健
康づくりのための経費で
す

労働や失業対策などの経
費です

農林業の振興や、土地改
良などの経費です

道路設備等の建設や管理
の経費です

小中学校・公民館の運営
やスポーツ振興の経費で
す

消防・防災対策の経費で
す

災害によって生じた被害
の復旧に要した経費です

商工業の振興や観光事業の
経費です

借り入れた町債（借金）
の返済（元利償還金）の
経費です



■資金不足比率
会計 経営健全化基準 若狭町の比率
簡易水道事業

　　20.0%

－（－）
農業集落排水処理事業 －（－）
漁業集落排水処理事業 －（－）
公共下水道事業 －（－）
土地開発事業 －（－）
水道事業 －（－）
工業用水道事業 －（－）
国民健康保険上中病院事業 －（－）

　借入金の返済額およびこれに準じる額の収入
に占める割合を指標化したもので、数値が低い
ほど健全になります。

実質公債費比率

　借入金や負担等の残高の程度を指標化し、
将来町の財政を圧迫する可能性の高さを示す
もので、数値が低いほど健全になります。

将来負担比率

■健全化判断比率

早期健全化基準 若狭町の比率
実質赤字比率 　　14.32% －（－）
連結実質赤字比率 　　19.32% －（－）
実質公債費比率 　　25.0 % 14.9% （15.5%）
将来負担比率 　 350.0 % 138.4%（151.1%）

将

ほ

財政力指数は 0.35（3か年平均）

　数値が大きいほど自主財源の割合が高く、自主性
の高い財政運営が可能になります。
　若狭町は近年横ばいで推移しています。

借金は住民一人あたり約 81万円
　町の借金（地方債残高）は、約 6.1 億円減少し、
約 128.9 億円（普通会計）となっています。
　すべての会計（一般会計、11 特別会計、3企業
会計）では、約 213.4 億円となっています。

貯金は住民一人あたり約 16万円
　町の貯金（基金残高）は、約 3.8 億円減少し、約
24.9 億円となっています。
　そのうち、目的基金を除いた自由に利用できる基
金は、約 8.9 億円です。

1.0

0.5

0

0.36

H20
年度

21　22　23　24　25　26

0.3
0.40 0.40

0.37
40 0.4

00.337
40

0.3536 0.3 0.3535 0.3

　公営企業の資金不足額を、料金収入等の財
政規模と比較して指標化したもので、平成 26
年度では、資金不足が生じた公営企業はあり
ません。

資金不足比率

（平成 27 年 5月 1日の人口で除算）

※実質赤字比率と連結実質赤字比率は、平成 26 年度は黒字であり、
赤字がないため算定されません

財 政 の 健 全 化 に 関 す る 指 標
　財政健全化法に基づき算定した健全化判断比率および資金不足比率を公表します。平成 26 年度決算に係る指標は、
いずれも基準を下回っており、財政は健全な状態です。
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　問い合わせ　総務課　TEL 0770-45-9109

国民健康保険特別会計
　歳入 /19 億 6,706 万円
　歳出 /18 億 7,764 万円
　若狭町国民健康保険に加入している人の医療
費給付などを行う会計です。保険税の徴収率は
98.55％となっています。

後期高齢者医療特別会計
　歳入 /1 億 6,618 万円
　歳出 /1 億 6,617 万円
　75 歳以上の高齢者の保険料を徴収するための会
計です。支出の大部分は、福井県後期高齢者医療
広域連合へ支出する保険料です。

直営診療所特別会計
　歳入 /1 億 366 万円
　歳出 /8,320 万円
　三方診療所の管理費は、診療収入と一般会計か
らの繰入金でまかなわれ、巡回診療所については、
診療収入で運営しています。

介護保険特別会計
　歳入 /18 億 8,530 万円
　歳出 /18 億 1,754 万円
　65 歳 ( 特定疾病のある人は 40 歳 ) 以上で、介
護認定を受けた人の介　護に必要な費用の給付や、
介護サービスの提供を行う会計です。

簡易水道事業特別会計
　歳入 /1 億 9,600 万円
　歳出 /1 億 7,569 万円
　主に三方地域を給水区域とする簡易水道施設を
維持管理運営していくための会計です。

農業者労働災害共済事業特別会計
　歳入 /168 万円
　歳出 /156 万円
　農業労働による災害を受けた人を救済するため
に設けられた独立採算制の会計です。

農業集落排水処理事業特別会計
　歳入 /4 億 1,021 万円
　歳出 /4 億 91 万円
　農業集落排水処理施設の維持管理を行う会計で、
三十三地区や野木地区など 9地区が対象です。

漁業集落排水処理事業特別会計
　歳入 /3,470 万円
　歳出 /3,467 万円
　漁業集落排水処理施設の維持管理を行う会計で、
常神、神子、小川、世久見地区が対象です。

公共下水道事業特別会計
　歳入 /5 億 5,945 万円
　歳出 /5 億 4,566 万円
　公共下水道処理施設の維持管理を行う会計で、三
方、海山・　塩坂越、熊川、三宅地区が対象です。

町営住宅等特別会計
　歳入 /1 億 1,587 万円
　歳出 /1 億 1,402 万円
　町営 ･公営 ･集合住宅の維持管理を行う会計です。
主な収入は、住宅入居者の家賃です。

土地開発事業特別会計
　歳入 /5,704 万円
　歳出 /1,507 万円
　宅地造成・分譲を行う会計で、朝霧団地、若王子
団地、上瀬団地で分譲中、天徳寺団地を造成中です。

水道事業会計
収益的 収入 /1億7,709万円 支出 /1億4,646万円
資本的 収入 /2,681万円 支出 /1億2,534万円
　上中地域 ( 一部を除く ) の水道事業を経営するため
に設けられた独立採算制の会計です。

工業用水道事業会計
収益的 収入 /4,328万円 支出 /3,904万円
資本的 収入 /1,732万円 支出 /1,732万円
　工業用水道事業を経営するための会計で、若狭中
核工業団地の 7企業に工業用水を供給しています。

上中病院事業会計
収益的 収入 /6億8,269万円 支出 /7億2,450万円
資本的 収入 /2億165万円 支出 /9,677万円
　上中病院を経営するための会計です。収入の大部
分は、わたしたちが受診して支払う診療費です。

若狭町には、一般会計のほかに 11の特別会計、3つの企業会計があります。
◆特別会計…特定の事業について独立した予算で行う会計
◆企業会計…地方公営企業法の適用を受けるもので、特定の事業について独立採算制をとっている会計
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協定が締結されました 若狭東高校生のインターン



20  広報わかさ 2015 年 11月号

　10 月 4 日、熊川宿を舞台に、今回 16 回目と
なる「熊川いっぷく時代村」が開催され、大勢
の観光客でにぎわいました。
　オープニングは若狭ウインドアンサンブルの
演奏で幕を開けました。前川では、恒例のブリ
キの金魚レース、ニジマスのつかみ取りが行わ
れ、子どもたちで賑わいました。人力車や駕篭屋、
ちんどん屋が会場をまわり、お祭りムードを盛
り上げ、嶺南各市町のゆるキャラと観光客が一
緒に山車をひくイベントも人気でした。
　三方小学校の子どもたちは、収穫したばかり
のゆりかご米の販売体験。お米を積んだ荷車を
引きながら元気な声で販売を行いました。
　熊川小学校の子どもたちはステージで、松木
庄左衛門についてなど熊川の歴史を「語り部」
として発表しました。
　昨年、国の重要文化財に指定された萩野家住
宅も一部公開され、多くの来場者が見学に訪れ
ました。

時 代 村
ちょっと「いっぷく」

d e

  1. 今年も♡ゆるキャラと山車をひこう
  2.「ゆりかご米おいしいよ～いかがですか～」
  3. 三味線体験「さくらさくら」を弾けます♪
  4. わかさ東商工会のみなさんの大判焼
  5. 高所作業車から眺める熊川宿…絶景かな～
  6. 職人さんの見事な技を見学！
  7. 立命館大学サークルによるマジック☆
  8. ワカサアグリ 21 のお米販売
  9. 白熱！金魚レース！！
10. 売り切れ御免の焼きいも☆
11. 美しい着物姿の女性たち…
12. まちなみ芸術祭も開催中でした
13.  C ネットふくいさんのパン販売♪
14. 子ども語り部の発表
15. 毎年大人気の長操鍋
16. オープニングは若狭ウィンドアンサンブル

1
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問い合わせ

TAX　TAX　TAX　TAX　TAX　TAX
納付のお知らせ

POPULATION  POPULATION  POPULA
人 の う ご き

赤 ち ゃ ん
BABY　BABY　BABY　BABY　BABY

THANKS 　THANKS　THANKS　THANKS
あ り が と う

WEDDING 　WEDDING　WEDDING　WED
ご 結 婚
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　地域の特色を活かした結婚式を支援
する「若狭町ふるさとウエディング応
援事業」を活用した挙式が、９月５日
に佐古で行われました。
　式を挙げたのは、新郎・今井大彰さ
ん（佐古）、新婦・悦美さん（世久見）。
悦美さんは世久見の自宅で白無垢を着
て、花嫁タクシーに乗って出発。佐古
集落センターからは花嫁行列を組ん

Facebook ページ「わかさのススメ」もチェック！インターネットの検索窓に「わかさのススメ」と入力ください☆
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ご両親と同じ、伝統ある仏前式を…
ふるさとウェディング

上：仏前式の様子
左：新郎宅へ向かう花嫁行列
中：集落の人々が見守ります
右：新婦宅で白無垢着付け

で、地域の方々の祝福を受けながら
歩いて新郎宅へ向かいました。
　式は新郎宅の仏前で、佐古の常徳
寺住職のもと厳かに執り行われ、親
族や友人らが温かく見守りました。
　仏前式は佐古の伝統的な挙式で、
新郎のご両親も行った式を、自分た
ちもぜひ行いたいというお二人の思
いで実現しました。


